全体の概要
呼びかけの前のモーセ
出エジプト記 1:1-3:9
前の章で、創世記はおよそ2:000年にわたる歴史の概要を記していることを確認しました。そしてここに、「黄金の糸」の始まりを見いだします。それは、聖書の主な焦点である神の民の物語です。
創世記では、族長たち（アブラハム、イサク、ヤコブ）とその家族、そしてヤコブの息子ヨセフに至るまでの人々が紹介されます。また、ヨセフが宰相（エジプトの首相）として、長期にわたる飢饉の期間に家族をエジプトに移住させ、食物を与えることによって、彼らの命を救ったことが記されています。創世記は、ヤコブとその大家族70人が、エジプト北部の肥沃なゴシェンの地で、自由かつ安らかに暮らしているところで終わります。
出エジプト記は、その時以来何が起こったのかを読者に知らせることから始まり、出エジプト記の出来事の大部分がその周囲で展開する二人の人物を紹介します。また、出エジプト記において、神は個々の人々に直接語りかけることから、特定の人々を通して民に語りかけることへ、さらに、いつでもすべての民が知ることのできる、神の御心を明らかにする一連の律法と規定を通して、一つの国民に語りかけることへと移っていきます。
概要
出エジプト記はいくつかの異なる方法で区分し、概略を示すことができます。以下は、この学びの準備に用いられた別の資料書から取った例です。
今日の真理の注解 ― 出エジプト記 ― コイ・ローパー
1. 二部構成の概要：
1. 救出 ― 1～18章
1. 契約 ― 19～40章 契約と戒め（19～24章）
1. 幕屋の建設（25～40章）
2. 関係の概要（ウォーレン・ウィアーズビー）：
1. 贖い – 主はご自分の民を救い出される（1-18）
1. 契約 – 主はご自分の民をご自分のものとされる（19-24）
1. 礼拝 – 主はご自分の民とともに住まわれる（25-40）
3. 民の経験の概要：
1. 神の民が救い出される（1:1 – 13:16）
1. 神の民が導かれる（13:17-18:27）
1. 神の民が契約の民とされる（19-24）
1. 神の民に幕屋についての指示が与えられる（25-31）
1. 罪を犯す神の民：金の子牛（32-34）
1. 神の民が幕屋を建設する（35-40）
これらのアウトラインの利点は、その書が何について書かれているのか、また主要な主題に関する情報の流れを概観できることです。一方で、通常の聖書研究クラスで扱える時間よりも取り上げるべき情報のほうが多いため、クラスのアウトラインとして必ずしも実用的に従えるとは限りません。
例えば、二部構成のアウトラインでは、1回のセッションで15章を扱うには時間が足りません。
このクラスのようにセッション数が決まっている場合（最大13回）、扱う資料を十分に要約しつつ、書の内容を適切に学ぶ時間も確保できるアウトラインが必要です。それによって、私たちは出エジプト記をよりよく理解し、五書の第二の書であるこの書の学びを通して、新たな情報を得ることができます。
4. 詳細なアウトライン
1. 序論 創世記の概要
1. 創世記の著者と執筆年代
1. エジプトの地理と歴史
1. 出エジプト記の目的
救出 1 – (1:1-6:27)
1. イスラエルの奴隷状態 – (1:1-22)
1. 救出者モーセ – (2:1-4:26)
1. 最初の失敗 – (4:27-5:23)
1. モーセとアロンの系図 – (6:1-27)
救出 2 – (6:28-12:36)
1. 神の成功の約束 – (6:28-7:7)
1. 杖の奇跡 – (7:8-13)
1. 十の災害による救出 – (7:14-12:36)
出エジプト – (12:37-18:27)
1. エジプトからの出発 – (12:37-15:21)
1. シナイへの旅 – (15:22-18:27)
神とイスラエルとの契約 – (19:1-40:38)
1. 契約の締結 – (19:1-25)
1. 民の反応、契約の承認、律法と契約の受領 – (20:1-24:18)
1. 幕屋の計画 – (25:1-31:18)
1. 背教と回復 – (35:1-39:43)
1. 幕屋の建設 – (40:1-38)
この拡張されたアウトラインは、すべての資料を要約形式で扱いながら、読者が実際にそれを読み、詳細を学ぶ前に、全体的な物語を理解できる十分な情報を提供します。
この概要があれば、大きな全体像や主要な物語との関係において、自分がいつもどこにいるのかが分かります。これは、私たちが出エジプト記の学びで従う概要です。出エジプト記は、ギリシャ語訳では「出発」または「脱出の道」を意味しました。ヘブライ語では「名前」または「名前の書」を意味し、エジプトで奴隷となっていたご自分の民の名前や身元を、神が知っておられ、忘れておられなかったことを示しています。
はじめに
これは最初のレッスンですでに完了しています。
A. 創世記の概要
エジプトで総理大臣となったヨセフは、激しい飢饉から彼らを守るため、父ヤコブと兄弟たち、そしてその家族（全部で70人）をエジプトに迎え入れました。これは創世記における最後の幸福な場面です。
B. 出エジプト記の著者と年代
既存の記録、口承の歴史、そして当時を自ら目撃した証言を用いて、モーセは紀元前1447年から1400年の間に、モーセ五書（聖書の最初の五つの書）のすべての書を書きました。
C. エジプトの地理と歴史
復習のためにこの二つの主題を扱った際、私たちはこれをかなりの時間をかけて検討しました。次のように述べれば十分でしょう。
1. エジプトは、国土の全長にわたって流れるナイル川に完全に依存しています。
1. その人口の大部分は、食料と水を供給するナイル川の岸辺と肥沃なデルタの谷の近くに住んでいます。
1. エジプトは、キリストの誕生の3:000年前に成立した古代文明です。
1. その歴史を通じて、何度か世界の強国と見なされました。
1. その最も重要な時代は、ユダの手紙ヤ人が奴隷労働を強制された国として聖書に記録されています。その後、ユダの手紙ヤ人を束縛から解放させるために、神がモーセを通して送られた災害によって、その国は完全に荒廃しました。
1. 聖書のさらに後の箇所では、当時の地域の戦争と地政学において主要な役割を果たしていますが、かつての影響力や権力を再び得ることはありませんでした。
出エジプト記の目的
出エジプト記は、家族や部族のつながりによって緩やかに結びついていた大きな人々の集団を、唯一まことの生ける神への信仰によって結びついた一つの国民へと、神がどのように変えられたかを詳しく説明しています。出エジプト記は、その信仰に含まれていた約束が成就するまで、ユダの手紙ヤ民族がその信仰を表し、また育むように神が指示された方法を示しています。
さて、概要が示され、その概要の第一部（序論）を簡単に復習したので、概要の第二部、「救出 1」を見ていく時です。
救出 – 1 – (第1章1節-第6章27節)
A. イスラエルの奴隷状態 – (1:1-22)
¹ 自分の家族を連れ、ヤコブ（イスラエル）といっしょにエジプトに移ったヤコブの子たちの名前は、次のとおりです。ルベン、シメオン、レビ、ユダ、イッサカル、ゼブルン、ベニヤミン、ダン、ナフタリ、ガド、アシェル。
⁵ 総勢七十人でした。ヨセフはみなより先にエジプトへ行っていたので、この数には入りません。 ⁶ やがて、ヨセフも兄弟たちも死に、新しい世代になりました。 ⁷ イスラエル人は多くの子どもに恵まれたので、人口は増え続け、ゴシェンの地はイスラエル人であふれ、一つの国と言ってもよいほどの勢力にふくれ上がりました。
- 出エジプト記 1:1-7
ユダの手紙ヤ人たちは、食物と水が豊富で、家畜のための放牧地もあるエジプトの一地域（ゴシェンの地―デルタの谷―北部）に到着し、自由人として暮らしました。神は彼らを祝福されたので、その結果、彼らは数と富において成長しただけでなく、エジプト全土に広がって住むようになり、先住のエジプト人の人口にも匹敵するようになりました。
· 神は、彼らの子孫が星の数のように多くなるという、アブラハムとイサクへの約束を成就しておられます – 創世記 26:4.
· 彼らは急速な人口増加を経験しています。
⁸ やがて、ヨセフのことを知らない新しい王がエジプトの王になりました。
⁹ 王は国民に言いました。「このままイスラエル人どもを放っておくと危険だ。あまりに数が多すぎる。 ¹⁰ 何とか彼らの勢力を食い止めなければならない。戦争にでもなり、彼らが敵方についたら大変だ。われわれに戦いを挑み、難なくこの国から逃げてしまうだろう。」
- 出エジプト記 1:8-10
「ヨセフを知らなかった」という表現は、彼がヨセフについて一度も聞いたことがなかった、あるいはこのエジプト史の一部を知らなかったという意味ではありません。それは、ヨセフが成し遂げたことに敬意を表してユダの手紙ヤ人を認めたり、尊重したりしなかったという意味です。エジプト人の間には、「それは過去のことであり、今は今だ。ユダの手紙ヤ人の数と力、まして彼らが我が国の敵と同盟を結んだ場合に彼らがもたらす脅威については、直ちに対処しなければならない」という思いがありました。
¹¹ そこで、イスラエル人を奴隷にしてしまおうとしました。きびしい監督を立て、重労働につかせるのです。こうして建てられたのが、ファラオ（王）のための倉庫の町ピトムとラメセスです。 ¹² ところが、いくら重労働を課しても、締めつけをきびしくしても、いっこうに効果はありません。むしろ、前よりすさまじい勢いで人が増え続けるのです。エジプト人は警戒して、 ¹³¹⁴ ますます過酷な仕事を押しつけました。畑での長時間の重労働や、粘土でれんがを造る激しい仕事をさせました。
¹⁵¹⁶ これほどにしても、まだ効き目がありません。とうとう王は、シフラとプアというヘブル人（イスラエル人）の助産婦に、ひそかに命じました。ヘブル人の男の子は生まれたらすぐに殺し、女の子だけを生かしておくようにというのです。 ¹⁷ ところが、助産婦たちは神を恐れていたので王の命令に従わず、男の子も生かしておきました。 ¹⁸ そこで王は彼女たちを呼びつけ、問い詰めました。「おまえたちは男の子を生かしておくそうだな。なぜ私の命令に背いたのだ。」
¹⁹ 彼女たちは言いました。「王様はご存じないでしょうが、ヘブルの女はとても丈夫で、簡単に赤ん坊を産んでしまうのです。私たちが駆けつけた時には、もう生まれてしまっているのです。エジプトの女と違って出産に手間取らないものですから。」
²⁰ 神はこの助産婦たちを心にかけてくださったので、イスラエル人はさらに増え続け、強大な民になりました。 ²¹ 神を畏れ敬う助産婦たちも子どもに恵まれました。 ²² それで、王は全国民に、「以後、ヘブル人の子は、女の子だけを残して、男の子はみなナイル川に投げ込め」と命じたのです。
- 出エジプト記 1:11-22
ファラオは、イスラエル人の成長を弱め、制限するような策略を用いて「イスラエル人問題」を解決しようとしました。
· 初めに、建設事業を担う一種の奴隷労働軍として仕えさせるため、彼らを厳しく抑圧しました。
· これは、彼らを農地や家畜の群れ、家族から引き離す重労働でした。
· しかし、彼らは人口と力を増し続けたため、これはうまくいきませんでした。
それから彼は問題の根本（健康な赤ん坊の出生数が多すぎること）にまで踏み込み、ヘブライ人の助産婦たちに、男の子が生まれたらその赤ん坊を殺すよう命じました。
· この計画も、助産婦たちがこのような中絶を実行することを拒んだため、失敗しました。助産婦たちは、ユダの手紙ヤ人の女性たちはとても丈夫なので、助産婦たちが到着して出産に介入する前に、すぐに子どもを産んでしまうのだと主張しました。
· 神はこれらの助産婦たちを祝福し、彼女たち自身にも子どもをお与えになりました。
ユダの手紙ヤ人の人口の増加を弱体化させるためのこのような間接的な策略に二度失敗したエジプトの君主は、すべてのエジプト人に、ユダの手紙ヤ人の新生男児をナイル川で溺死させて殺すことを認める一方、新生女児は助けるという、過激な計画を実施した。
救出 ― 1 ―（第1章1節―6章27節）
救出者：モーセ ―（2:1-4:26）
1. モーセの初期の生涯 – (2:1-14)
¹ そのころ、あるヘブル人の若い男女が結婚しました。二人ともレビ族の出身で、やがて二人の間に男の子が生まれました。たとえようもなく、かわいらしい子でした。どうして、川へなど投げ込めるでしょう。母親は三か月の間、家に隠しておきました。 ³ しかし、もうそれ以上は隠しきれません。彼女はパピルス（植物繊維）製のかごにタールを塗って防水し、その子を入れると、ナイル川のほとりの葦の茂みにそっと置きました。 ⁴ その子の姉は、弟がどうなるのか遠くから見守っていました。
⁵ さて、それから何が起こったでしょう。ちょうどその時、王女が川へ水浴びに来たのです。侍女たちを従えて岸を歩いていると、葦の茂みの間に小さなかごがありました。王女は何かしらと思って侍女をやり、それを引いて来させました。 ⁶ 開けてみると、なんと中で子どもが泣いているではありませんか。「まあ、かわいそうに！ きっとヘブル人の赤ちゃんだわ。」王女は思わず叫びました。
⁷ それを見ていたその子の姉は、この時とばかり王女のそばへ駆け寄りました。「王女様、その赤ちゃんを、お育てになりますか？ でしたら、お乳をあげる人がいりますよね。だれかヘブル人の女の人を捜して来ましょうか。」
⁸ 「よく気のつく子ね。そうしておくれ。」王女の返事を聞いて、少女はうれしくてたまらず家に飛んで帰り、母親を呼んで来ました。
⁹ 「お礼は十分しますから、この子を連れて行って、私の子として育ててください。」王女はその子の実の母親とも知らず頼みました。もう何の遠慮もいりません。彼女は子どもを抱いて家に帰りました。
¹⁰ やがてその子は大きくなり、養子として正式に王女の屋敷へ引き取られました。王女はその子をモーセ〔「引き出す」の意〕と名づけました。水の中から引き出した子だったからです。
- 出エジプト記 2:1-10
ここで、神の摂理と、神がご自分の約束に対して忠実であられることの両方に注目してほしいと思います：
1. 初めに、エジプト人はイスラエルを虐げました。しかし、彼らが虐げれば虐げるほど、イスラエルは増え、栄えました。
1. 次に、ファラオは赤ん坊たちを殺そうとしました。しかし、さらに多くの赤ん坊が生まれました――自分では身ごもることのできなかった助産婦たちでさえ、子どもを持つことができるようにされたのです（踏んだり蹴ったりでした）。
1. 最後に、ファラオは、ヘブライ人の男の子をすべてナイル川に投げ込むよう命じました。この策略の最終的な結果は、ユダの手紙ヤ人の民を解放する者となる子ども（モーセ）が、ファラオの娘によって川から救い出され、ファラオ自身の宮廷で育てられたことでした！
このエピソードのテーマは、人間（どのような人間であっても、王でさえも）が神に逆らうと、何事もうまくいかないということです。誰も神や神の計画を打ち破ることはできません。
モーセは120年間生き、その生涯は三つの40年間に分けることができます：
1. 王族としてエジプトのファラオの宮廷で。
1. 羊飼いとしてミディアンの荒野で。
1. 指導者としてイスラエル人の。
彼を見つけたエジプトの王女が彼に与えたモーセという名は、「水から引き出された者」を意味します。王女は、彼がユダの手紙ヤ人の捨て子であることを知り、彼の実の母であるユダの手紙ヤ人の女性に乳を飲ませて育てさせました。このことは、モーセがエジプト人から王族として認められていたにもかかわらず、自分のユダの手紙ヤ人としての遺産と、やがてその子孫が神殿の祭司や奉仕者を輩出することになるレビ族の系図を知っていた理由を説明する助けとなります。聖書は、王女の養子としての彼の人生の詳細を簡略に扱い、ミディアンで羊飼いとして過ごした彼の人生の第二段階へと直接移ります。
¹¹ やがて、モーセはりっぱに成人しました。ある日、彼が同胞のヘブル人を訪ねた時、そこで目にしたのは、あまりにもひどい苦役でした。エジプト人が一人のヘブル人をなぐっているのを見て、同胞の苦しみを知ったモーセの血が騒ぎました。自分と同じヘブル人が痛めつけられているのを見過ごしにできませんでした。 ¹² 急いであたりを見回し、だれも見ていないのを確かめると、そのエジプト人を殺して砂の中に隠しました。
¹³ 次の日もまたヘブル人を訪ねましたが、今度はヘブル人同士がけんかをしていました。「同じヘブル人なのに仲間をなぐるとは、いったいどういうつもりだ。」モーセは悪いほうの男を責めました。
¹⁴ すると男は、「何だと？ よけいなお世話だ。だいたい、そういうおまえこそ何者だ。まるで王様か裁判官みたいな口をきくじゃないか。昨日のエジプト人だけでは足りず、おれまで殺そうというのか」と言いました。あんなに用心したのに、昨日したことがばれていたのです。モーセは非常に不安になりました。
- 出エジプト記 2:11-14
これは、人間の知恵、力、戦術（革命）に基づいて民を導こうとしたモーセの最初の試みです。しかし、この最初の努力を妨げる二つのことが起こります。
1. 彼自身の民が彼を拒み、あざ笑います。
1. エジプト人を殺したため、命を狙われることを恐れ、逃げ去ります。
これで、彼の人生の最初の40年間の出来事と、彼の民の指導者になろうとした試みについての説明は終わります。
2. ミディアンにおけるモーセ ― 2:15-22
モーセの人生におけるこの次の時期は、彼がミディアンの地へ逃れる箇所の数節に簡潔にまとめられています：
· 攻撃的な地元の羊飼いたちから彼女たちを救った後、将来の義父となるレウエルの娘たちに出会う。
· やがて彼はその家族に婿入りし、子どもをもうけ、羊飼いとしての静かな生活に落ち着く。そこにいた時期について与えられている詳細は、これですべてです。
その間に、物語はモーセが後に残した土地と民へと戻ります。
²³ 何年かして、エジプトの王が死にました。しかし、イスラエル人の重労働は少しも変わりませんでした。相変わらず奴隷として酷使され、うめき苦しんでいました。その苦しみに耐えかねて、泣きながら神に助けを求めました。その叫びは天に届き、 ²⁴ 神は、子孫をカナンの地に連れ戻すという、アブラハム、イサク、ヤコブへの約束を思い起こしたのです。 ²⁵ 神は天から一部始終をごらんになり、イスラエル人を救い出す時がいよいよ来たと考えました。
- 出エジプト記 2:23-25
これは今や、神が御自分の民を救い出す時が来たことを示し、救出者の召命の場面を設定しています。
3. モーセ ― イスラエルの救出者 ― 3:1-4:26
a) 召命 – 3:1-9
ある日モーセは、ミデヤンの祭司であるしゅうとイテロ〔別名レウエル〕の羊の群れの番をしていました。砂漠のはずれにある神の山ホレブ（シナイ山）に近い所です。
- 出エジプト記 3:1
モーセのしゅうとがエテロと呼ばれていることに注目してください。これは、出エジプト記 2:18でレウエルと呼ばれている同じ人物の別名です。彼は祭司でしたが、神によって任命されたレビ族（すなわちアロン）を通してではなく、アブラハムの神を礼拝する宗教指導者でした。ミディアン人は、サラの死後にアブラハムがめとった妻ケトラを通して、アブラハムの子孫だったからです。
· ミデヤン人は、アブラハムがケトラによってもうけた子どもたちの子孫でした – 創世記 25:1-6.
· これによって、彼らがアブラハムの神を信じていた理由が説明されます。
モーセは、神の山であるホレブ山の近くで自分の群れを牧していたとき、燃える柴を見ます。この山は後に
シナイ山と呼ばれ、神が将来モーセに律法を与え、彼に現れる場所です。
² と、突然、柴の燃える炎の中に、主の使いが現れました。よく見ると、柴には火がついているのに、いつまでも燃え尽きません。 ³⁴ 「いったい、どういうことだろう。」不思議に思いながら、そばに近寄りました。その時です。神が燃える柴の中からモーセに呼びかけました。「モーセ、モーセ。」
³ 「は、はい。どなたでしょう。」
- 出エジプト記 3:2-3
ここで、神は火で燃えているのに燃え尽きていない柴の中からモーセに現れ、語りかけられます。このような出来事は「神現」と呼ばれ、何らかの形で神が現れることを意味します。本文には、「主の御使い」が燃える柴の中から現れたと記されています。彼は旧約聖書の中で何度も言及されていますが、六節でご自身をそのように描写しておられることから、実際には主ご自身です。本質的に、彼は人（イエス）として現れる前に、御使いの姿で現れた主イエスです。
燃える柴は、出エジプト記に記録されている最初の奇跡です。しかし、旧約聖書には39巻の書があることを考えると、奇跡はそれほど多くありません。奇跡が起こる場合、それらはイスラエルの歴史における特定の時期に、まとまって起こる傾向があります。例えば：
· 間もなく見ることになる出エジプトの時に。
· カナン征服の間に。
· エリヤとエリシャの預言者としての務めの間に。
イスラエルにとって国家の存続が脅かされた危機の時に、奇跡が起こりました。
³⁴ 「いったい、どういうことだろう。」不思議に思いながら、そばに近寄りました。その時です。神が燃える柴の中からモーセに呼びかけました。「モーセ、モーセ。」
³ 「は、はい。どなたでしょう。」
⁵ 「それ以上近寄ってはならない。くつを脱ぎなさい。あなたが立っている場所は聖なる地だ。 ⁶ わたしはあなたの先祖の神、アブラハム、イサク、ヤコブの神である。」モーセはあわてて顔を覆いました。
- 出エジプト記 3:4-6
神はモーセを召され、その召しが真実であることを確証するために二度呼びかけられ、モーセはためらうことなく直ちに答えました。
· これは、モーセの心が神の語られることを聞く用意ができていたことを示しました。
· モーセは置かれていた状況にもかかわらず、信仰が強く、神のみこころを求めていました。
主は、モーセに履物を脱ぐよう命じることによって、この現れが現実のものであり、モーセがまことの生ける神の前に立っていることを確認されます。
· これは夢や幻覚ではないことを確認した。
· また、神もそこにおられるので、彼が占めていた物理的な空間が今や聖なる神聖な場所であることを示した。
· サンダルを脱いだのは、この出来事が現実であることへの彼の信仰を表す方法であった。
モーセは燃える柴の中に現れた奇跡的なしるしによって神の臨在を見、今や神がご自身を明らかにする御声を聞きます。
· わたしはある――彼が通常、語り始める方法
· あなたがたの父祖たちが礼拝してきた神、すなわち彼らの歴史の「黄金の糸」が始まったアブラハムにまでさかのぼる神。
モーセはその後、自分の顔を隠すことによって、自分が神の御前にいることを認めます。
· 天使や神的存在の臨在にいるときの人間の典型的な反応は、恐れであると同時に、自分自身のふさわしくなさと罪深さを認めることです。
· アダムからモーセ、イザヤ、ペテロに至るまで、人々は神の臨在にいると完全に圧倒され、畏敬の念に打たれました。その経験を生き延びられないのではないかと恐れる者も多くいました。
召しの目的
⁷ 主は続けて語りました。「わたしの民が、エジプトで非常な苦しみを受けているのを見た。無慈悲な監督のむちを取り除いてほしい、と叫んでいる声を聞いた。 ⁸ わたしは彼らをエジプト人の手から救い出す。エジプトから助け出し、乳とみつの流れる国、広々とした美しい国へ連れて行こう。今は、カナン人、ヘテ人、エモリ人、ペリジ人、ヒビ人、エブス人が住んでいる地である。 ⁹ 今こそイスラエル人の嘆きがよくわかった。苦役に明け暮れ、エジプト人に酷使されている。
- 出エジプト記 3:7-9
神は、実際にモーセを奉仕へと召される前に、なぜご自身がモーセに現れたのかをモーセに明らかにされます。神はユダの手紙ヤ人の民に関わってそこにおられます：
· 彼は、彼らの苦しみと助けを求める叫びの両方を知っておられる。
· 彼は、エジプト人による奴隷状態の力から彼らを救い出される。
· 彼は、彼らに与える繁栄した土地へ彼らを導かれる。
· 彼は、その土地の現在の住民を名指しすることによって、それがどの土地であるかを正確に示される。
· 彼は、彼の民がその苦しみについて叫び求めたこと（祈り）を聞いたという最初の考えを尊重される。
したがって、モーセを召し、ご自分の使命を果たすために遣わす前に、神は問題（イスラエル人の苦しみ）と解決策（現在、他の諸国民が占有している、彼ら自身の豊かな土地へ彼らを導くこと）の両方を明らかにされます。
